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福島第一原子力発電所 3 号機の事故時に計測された圧力容器（RPV）及び格納容器(PCV)の圧力変化

を再現する水蒸気と水素の発生履歴、及び RPV からの気相漏洩規模を、熱流力解析コード GOTHIC

を用いて逆算定することとした。本件発表では事故の初期段階に着目した評価について報告する。 
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1. はじめに 

事故後の燃料デブリや構造材の状態を推定する上では、事故時の燃料温度を左右する水蒸気や水素の

発生履歴が重要となる。本研究では 3 号機における事故進展の不確かさ低減の第 1 段階として、原子

炉自動減圧システム（ADS）が作動して RPV が減圧し始めるまでを対象として RPV と PCV の圧力

変化に整合する蒸気・水素の発生履歴と RPV バウンダリー漏洩経路・規模を求めることとした。 

2. 解析モデル 

入力データは崩壊熱による蒸気発生、金属・水反応による水素発生、炉容器、格納容器（ドライウェ

ル(D/W)、サプレッションチェンバ（S/C））及び内部構造物、冷却材流路と漏洩部のモデルを含む。 

3. 複数シナリオに対する解析結果 

観測データによると 3 月 13 日 6:30 頃以降 ADS 作動までに RPV 圧力はやや減少傾向を示し、一方

PCV 圧力は緩やかに上昇していることから、この間圧力逃し弁（SRV）の開閉なしに RPV バウンダ

リーから PCV への何らかの漏洩が生じていると考えられる。RPV から PCV への漏洩経路と漏洩面

積をパラメータにした解析の結果、測定された圧力を再現する漏洩面積は漏洩先が S/C か D/W かに

関わらず、1cm2程度と評価された。漏洩先を S/C としたケースの解析結果を図１～３に示す。 

4. 考察 
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ADS作動によるRPV減圧以降はRPVバ

ウンダリーの圧力負荷が低下し、漏洩面

積の増加は生じ難く、かついくつかの

SRV は開状態に保たれていたと考えられ

ることから、13 日 12:00 頃に発生した

RPV 内の圧力イベント（炉心燃料が下部

プレナムに落下する「スランピング」と

推定）時の蒸気や水素などのガスの RPV

から PCV への流出経路は SRV 経由で

S/C に至るものが主体と考えられる。従

って、スランピング時に RPV 内で発生し

た蒸気の相当割合が S/C で凝縮したと考

えられ、観測された顕著な PCV 圧力上昇

は水素など非凝縮ガスの寄与が大きかっ

たことを示唆している。  
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